
 
 

国際ロータリー第 2620 地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2020 年 9 月 11 日（金）Ｎo.9 

 

例 会 第１３８０回： 通常例会/小杉苑 

ソング 四つのテスト、月の砂漠 ：ソングリーダー 大村和宏君 

■ 会 長 挨 拶          松浦正秋君 

「ルールが変われば、勝者が変わる」日本経済新

聞系のある雑誌に掲載していたフレーズです。例

えば、サッカーにおいてオフサイドの基準が変わ

れば勝敗に影響が出ます。野球のストライクゾー

ンの基準が変われば、投手と打者の駆け引きが変

わり、勝者が変わることもあり得ることです。 

首相の退任表明で自民党の総裁選挙が行われる

こととなりました。通常であれば党大会を開催し、

国会議員と全国の一般党員による投票で総裁を

決めるとなっているようです。総裁が任期中に欠

けた場合で、特に緊急を要する時は、「党大会に代

わる両院議員総会」においてその後任を選任する

事が出来る規定があり、今回は幹事長がこの規定

を採用して、国会議員と都道府県連のみの投票で

決めるといち早く表明し、選考方法が決まりまし

た。世の中の噂では国民からの受けの良い候補者

の当選を阻止する目的で一般党員による選挙の

実施をしなかったようです。これにより来週実施

される選挙の結果はほぼ決まったようです。通常

の選考をしていれば勝者は変わったかもしれま

せん。 

自らの事業活動において取引の相手方との間で

様々な交渉事が発生します。例えば、仕様、価格、

納期、支払期日などがあります。自らがルール決

定の主導権を持ち、事を進めていきたいものです。

自分だけ良ければでは事業活動は成り立ちませ

んので、利他の精神を持っていなければなりませ

ん。ルールの決定権を持っているか、このことを

改めて考えなければと感じた今週でした。 

■ 幹 事 報 告         鈴木健夫君 

クールビズ終了のお知らせ 

２０２０年９月３０日（水）をもちまして 

本年度のクールビズを終了とさせていただきま

す。 ご理解とご協力をお願いします 

■ 出 席 報 告          村松章典君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

４5／51 88.23％ 45／51 88.23％ 

 (１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○阿井君 ○漆畑君○樽井君○中村君○渡邊博君 

川口君  

(２)メークアップ者  

桑原茂君（掛川） 

 

パーフェクト例会数 �������� 

欠席連絡は、当日朝１０時前までにお願いします 

食事準備数 食事提供数 残 累計残 

４7 ４７ ０ 11 

原点回帰 



 
 

■ スマイル B O X        村松章典君 

・１００％出席ありがとう！   富澤静雄君 

・結婚記念日プレゼント有難う  朝比奈潔君 

・結婚記念日プレゼントありがとうございまし 

た。             渡辺哲朗君 

・１００％出席プレゼント有難うございます。 

 今年は、小池会場監督が、きびしく対応する 

ので１００％出席は、無理かと思います。 

               伊藤恒夫君 

・結婚記念日のお祝いありがとうございました 

                早川清人君 

・１００％皆出席プレゼントありがとうござい 

ました。健康に感謝です。   若林秀典君 

・１００％出席の記念品ありがとうございまし 

た。今年度もがんばります。  竹田敏和君 

・結婚記念日のプレゼントをありがとうござい 

ました。           渡邊芳隆君 

・１００％出席を頂き あまりにもうれしくて 

ニコニコＢＯＸ！忘れておりました。何を頂 

いたかも忘れてます。とにかく ありがとう 

ございました。      カルロス飯田君 

・皆出席プレゼントありがとうございました。 

                桑原茂君 

・妻の誕生日プレゼントありがとうございまし 

た。             中山恵喜君 

・１００％例会並びに妻の誕生日のお祝いあり 

がとうございます。これからも皆出席続けて 

いきます。          数野晴紀君 

・皆勤のお祝いありがとうございます。本年度 

もお願いします。       大村和宏君 

スマイル累計額  ２３８，０００円 

 

■ 会 員 卓 話                  

稲葉俊英君 

新しいロータリー

クラブができるとい

うことでお誘いを受

けました。何度か初代

会長の富澤さんにも

足を運んでいただき

ました。まだ先代が存

命中でしたので相談をしまして入会させていた

だくことにしました。こういった会には無縁でし

たので最初の１年ほどは例会に出るのが苦痛で

とても大変でした。それでも何とかなったのは少

し酒の席でお付合いができたからかなと思って

います。 

 「夫婦ロータリー」という言葉が私の家にはあ

ります。同伴の夜間例会の事ですが、当時は子ど

もが小さく４人いたのでお願いできるところに

何とか預かってもらって２人で出席しました。子

どもたちを納得させる言葉が冒頭の言葉です。若

い人たちも是非奥様とともに出席して欲しいと

思っています。 

 １つ心掛けていることがあります。それはどん

な時でもできる限りロータリーバッチを付けて

出掛ようということです。何回となくロータリー

のおかげで話がスムースに進んだなと思うこと

があります。お互いがロータリアンであるだけで

なんとなく気持ちが楽になる気がします。またバ

ッチをしていることで自分自身の背筋もぴんと

するのかなとも感じています。 

 折角ご縁ができたわけですから会員の皆さん

と今後もそのご縁を大切にしてお付き合いをさ

せていただきたいと思っています。 

 

 

小林正敏君 

松尾芭蕉の俳諧

理念に不易流行

という言葉があ

る。いつまでも

変化しない本質

的なものを忘れ

ない中にも、新

しく変化を重ねているものを取り入れていくこ

と。また、新味を求めて変化を重ねていく流行

性こそ不易の本質であることと言われている。 

近年の RI の動きからロータリーの本質をも崩

しかねない方向性が見えてくるような気がして

ならない。 

１９０５年ポール・ハリスが友人 3 名と 1 つの

業種につき 1 人の会員を原則として相互扶助の

親睦クラブを発足し、その後１９１０年全米ロ

ータリークラブ連合会が結成された。１００年

を超えてその歴史を刻むにあたってはその時々

で組織を継続維持発展する為の努力が積み重ね

られてきたことであろう。 

1 業種 1 社を守るために職業分類なるものが考

えられたこともその一つではないか。また、例

会への出席義務についてもその許容範囲は拡大

する一方である。 

組織が肥大化する中でロータリークラブの会

員であることの尊厳は限りなく失われていくよ



 
 

うに思われる。ロータリーメンバーはそれぞれ

の職業においてその地域を代表する選ばれた会

員で構成されるはずだからである。 

果たして限りない変革はロータリーの本来持

つ本質を歪めて行くように思うのは私一人だけ

なのかと思わずにはいられない。 

確かに富める者が奉仕をする、誰もが疑義を

挟む余地はない。ロータリー活動において社会

奉仕が最優先とは思わない。奉仕の概念につい

ては様々な見解があろう。所謂四大奉仕と言わ

れる会員奉仕、国際奉仕、社会奉仕そして職業

奉仕の中でロータリーにおける職業奉仕は他の

類似団体にはない特別な意味があると思う。 

ロータリーの基本理念の一つである四つのテ

ストは混迷する現代社会にあって最も大切にし

ていかなければならない理念と考える。人とし

て生きることの大前提は利他の心であるとは私

が尊師と仰ぐ稲盛和夫氏の基本理念である。 

今一度ポール・ハリスの目指したロータリー

とはどんなものであったかを考えてみる必要が

あるのではないか？ 

正解はないだろうが皆でその議論を深めること

にも大いに有意義なことと考える。 

 

 

■ 今週の一言        鈴木照竟君 

１９年前の２００１年

９月１２日・１３日と

Ｋ君・Ａ君と北海道ゴ

ルフ合宿に行きました。

羽田発千歳行きの始発

便に搭乗するため深夜

２時頃起床して、何気

なくテレビをつけたらビルの映像が映っていま

した。何やらただならぬ雰囲気を感じ、よく見る

とビルから煙が立ち込め、旅客機が激突した大事

故と分かりました。 羽田の状況がわからないま

までしたが、不安いっぱいのＫ君とＡ君と共に羽

田に向かいました。チェックインカウンターに行

くと、飛行機は飛ぶが、時間ギリギリの為、キャ

ディバックも機内持ち込みで職員と一緒に搭乗

口へダッシュ、乗り込むやいなや早々に出発とな

りました。 

千歳に無事到着し、予定通り北の大地を満喫して

何事もなかったかのように帰ってきました。毎年

９月１１日になると、顔面蒼白のＫ君を思い出し

ます。早くコロナ禍が収まって、北海道でゴルフ

が出来る様になってほしいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

9/18(金) 

第 1381 回 
ガバナー訪問 小杉苑 

9/25(金)  

第 1382 回 
早朝例会  

10/2(金) 

第 1383 回 
研修リーダー 理事会 

10/9(金) 

第 1384 回 
会員卓話 小杉苑 


